
令和６年度 山王中学校 学校評価アンケート結果 

 

１ 生徒アンケート 

 

⚫ 学校生活への満足度に関する質問については、高い評価となっています。 

⚫ 凡事徹底に関する質問については、「思う」＋「まあ思う」が８割以上です。「時間前行動」と「あいさ

つ」をさらに向上させるよう生徒会・委員会とも協力して取り組んでいきます。 

⚫ 「授業はわかりやすい」については紙面の都合で全教科の平均値を示したが、８８％以の生徒が肯定的

に捉えています。 

⚫ 主に教職員や周りの生徒に関する質問については、肯定的評価が高いが教師・生徒とも時間を意識して

生活できるよう努めます。一方学校教育目標等は認知度が思っていた以上に低いことがわかりました。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して学校生活を送っている

学校生活は楽しく充実している

行事は満足している

時間前行動ができている

先手あいさつができている

静かに朝読書ができている

短学活では集中している

清掃をしっかりやっている

TPOを意識して生活できる

学校のルールを守って生活している

登下校時の交通ルールやマナーを守っている

係・委員会活動等に責任をもって取り組んでいる

授業はわかりやすい（全教科平均）

学校教育目標が何か知っている

目指す学校像が何か知っている

先生方は誠実に接してくれている

先生方はよくない行動をきちんと注意してくれている

先生方は開始時刻には活動場所にいてくれる

元気よく先手挨拶ができる生徒が多いと思う

周りの生徒は2分前着席がよくできている

一生懸命清掃をしている生徒がほとんどだと感じる

ルールが守られていて秩序のある学校だと思う

設備の整ったきれいな学校だと思う

目標を持ち部活動に熱心に活動している

十分な睡眠時間をとることができている

家を出る３０分以上前には起床している

朝食は毎日食べている

家庭学習の時間は昨年度よりも増えた

スマホやゲーム機の家庭のルールを守っている

学校での出来事は保護者によく話す方である

家のことで困っていることや悩んでいることがある

思う まあ思う あまり思わない 思わない



学校教育目標は『校歌 「未来を見つめる若人」』に由来していると考えているので、しっかり意識させ

たいです。 

⚫ 家庭生活に関する質問では、概ね良好な状態なのが読み取れるが、「家庭学習が増えた」「十分な睡眠時

間が取れた」と考えている生徒が７２％・７６％であった。来年度はさらに向上して欲しです。 

２ 保護者アンケート（回答率４８％） 

 

⚫ 教育活動全体に関する質問では、概ね良好な評価をいただいている。「わかりやすい授業の展開」では肯

定的な評価において保護者６３％、生徒８８％と乖離があり課題です。その他についても「あまり思わ

ない」「思わない」という回答は少なく概ね良好な結果と捉えています。 

⚫ 「進路キャリア教育」では肯定的な意見が７７％であった。学校だよりでも取り上げたが、コロナ禍後

実施しないと決めた学校もある中、いち早く職員にとって大変な負担となる職場体験を再開している点

はご理解頂きたい。 

⚫ 家庭学習は本校の大きな課題であると考えています。学校では「分かりやすい授業の展開」の向上目指

して取り組んでまいりますので、ご家庭でも家庭学習の習慣が身に付くよう、ご協力いただければと思

います。 全体的に肯定的な評価となっているが、「そう思う」という迷いのない回答が 50％を超え

ているのは「学校行事」と「あいさつ」だけであるので、現状に満足することなくさらなる教育活動の

改善を進めていく必要があります。 

⚫ 言語環境を整えることはさらなる「誰もが安心して通える学校」づくりに不可欠であると考えています。

「乱暴な言葉」の無自覚な使用が人間関係のもつれにつながります。教師を含めた学校全体で取り組ん

でいきたいと考えています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校教育目標など柱となる考え方に共感できる

組織的に教育活動を行っている

教職員は生徒・保護者に誠実に対応している

わかりやすい授業の展開や教材開発等に力を注いでいる

自主自立や社会性、思いやりのある豊かな心を育んでいる

学校行事は生徒の健やかな成長に寄与している

進路キャリア教育に努めている

秩序のある落ち着いた学校だと感じる

校則は適度な内容である

教育相談体制を十分整えている

健康面に留意し健康の促進に取り組んでいる

生徒は交通ルールやマナーを守っている

清掃や整備が行き届き、清潔で明るい学校だと思う

デジタル社会への対応を十分している

様々な機会を通して生徒の様子を伝えようとしている

お子さんは、安心して学校に通うことができている

お子さんは家庭学習に取り組んでいる

お子さんは体育以外に体力向上に取り組んでいる

お子さんは挨拶を自分からしている

お子さんは自分や学校のことについてよく話をしてくれる

そう思う まあそう思う わからない あまり思わない 思わない

年末のご多用の中、ご回答くださいましてありがとうございました。 


